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管路班 班長･担当責任者 
実施主体 主な実施時期 

当 

事業体 

共同 応援 

事業体 

初期 復旧期

業 務 項 目 
（太字：主要業務  ）
（細字：主要業務以外）

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 

班長   副班長は班長の補佐、代理を行う。 

○   □ □ 12）管路班活動の指揮・
命令 

① 管路班の各担当を指揮・命令し、班活動の円滑化を図る。 ･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 14）本部会議 ① 班の活動状況及び今後の活動方針を説明する。 

   
② 他班に対し要請事項がある場合、それを伝達する。 

 

○   □ □ 15）管路班会議 

(班会議) 

① 必要に応じて管路班会議を招集する。 

② 各担当責任者から活動状況の報告を受けるとともに、活動方

針を確認する。 

 

 

担当責任者    

○   □ □ 13）担当の活動の統括 ① 担当の業務を統括し、指揮・命令を行う。 ･「4.2.1 指揮命令系統図」を参照。 

○   □ □ 15）管路班会議 
(班会議) 

① 管路班会議において、担当の活動状況を報告するとともに、

活動方針を説明する。 

 

○   □ □ 16）他班との連絡調整 ① 他班の担当責任者から、本班の活動に必要な情報を収集する。
② 本班の活動に関する他班の担当責任者等からの問い合わせに
答える。 
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管路班 計画・情報担当
実施主体 主な実施時期 

当 

事業体 

共同 応援 

事業体 

初期 復旧期

業 務 項 目 
（太字：主要業務  ）
（細字：主要業務以外）

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 

○   □ □ 15）管路班会議 
(班会議) 

① 管路班会議において、必要に応じて担当の活動状況を報告す

るとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  71）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 
 

① 管路班で使用する資料・様式等を準備し、管路チームに各々

必要なものを配布する。 

 
② 管路班で使用する通信機器を準備し、管路チームに各々必要
なものを渡す。 
 

 

○   □  72）断水状況等の調査 
 

① (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。 

 
(a)取・浄水班計画・情報担当 
• 水質汚染事故の状況 
• 緊急措置の状況 

 
(b)管路班管路チーム（ブロック責任者） 
• 水質汚染事故による各地区の断水状況 

 
② (b)の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班
計画・情報担当に報告する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○   □  74) 系統間水運用 ① 取・浄水班の計画・情報担当と連携を図りながら、水質汚染

事故が発生し、供給水量が低下した系統に対して、他の系統

からの供給が可能な否かを検討する。 

 

② ①が可能な場合、管路チームに系統間の連絡バルブの開閉等

の水運用方法の変更を指示する。 
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管路班 計画・情報担当
実施主体 主な実施時期 

当 

事業体 

共同 応援 

事業体 

初期 復旧期

業 務 項 目 
（太字：主要業務  ）
（細字：主要業務以外）

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 

○    □ 92-1）応急復旧作業(洗
浄、通水等)状況調査

① (a) (b)の各担当から、以下の情報を収集する。*1 

 
(a)取・浄水班計画・情報担当 
• 浄水場等の施設の復旧状況 
• 浄水場等の施設の応急復旧計画 

 
(b)管路班管路チーム（ブロック責任者） 
(ア) 管路の復旧状況、断水状況 
(イ) 管路の応急復旧計画 

 
② (b)の調査結果を整理し、総務班調査・広報担当、応急給水班
計画・情報担当に報告する。 

 

*1「4.2.2 情報収集・広報連絡系統図」
を参照。 

 
 
 
 
 
 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理)
(1) 苦情の収集と処理 

① 計画・情報担当あるいは管路チームを通して、市民から苦情

を受け付ける。 

 
② ①の苦情を整理し、計画・情報担当で処理できるものは処理
する。 

 
③ 計画・情報担当で処理できず、他班で処理できるものは、以
下の担当に処理を依頼する。 
総務班     調査・広報担当 
応急給水班   計画・情報担当 
取・浄水班   計画・情報担当 

 
④ 他班で処理できず、管路班で処理できる苦情を③の担当から
受け付け、処理する。 

 

     (2) 苦情処理の結果の収
集 

① 管路班における苦情とその処理結果を総務班調査・広報担当

に報告する。 

 

○     41)事故記録の作成 ① 対策の終了後、総務班の調査・広報担当に協力して、断水状

況、通水作業全般にわたる記録を速やかに作成する。 

 

問題点などの評価・分析を行い、将来
に役立てることが必要。 
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管路班  管 路チーム等
実施主体 主な実施時期 

当 

事業体 

共同 応援 

事業体 

初期 復旧期

業 務 項 目 
（太字：主要業務  ）
（細字：主要業務以外）

業  務  内  容 
留 意 事 項 等 

（太字は重要な資料を示す。） 

○   □ □ 15）管路班会議 
(班会議) 

① 管路班会議において、必要に応じてチームの活動状況を報告

するとともに、活動方針を確認する。 

 

○   □  71）資料等の準備 
22）通信機器の確保 
 

① 計画・情報担当から資料・様式を入手する。 

 
② 計画・情報担当から通信機器を受け取る。 
 

 

○   □  72）断水状況調査 
 

① 定められた調査方法・順序に基づき、断水地区等の状況調査

を行う。 

 
② 断水状況調査の結果を整理し、ブロック責任者が収集して、
計画・情報担当に報告する。 

 

 

○   □  74) 施設の運転管理、 
系統間水運用 

① 計画・情報担当の指示に基づき、系統間の連絡バルブの開閉

等の水運用方法を変更する。 

 

 

○    □ 92）管路の応急復旧作業
(洗浄、通水等)の実施

93）水質検査の実施 

① 施設の復旧後、計画・情報担当の指示に基づき、管路の応急

復旧作業(洗浄、通水等)を行う。*1 

 
② 応急復旧作業が完了した管路を対象として水質検査を行う。
*2 

 
③ 応急復旧作業の結果を整理し、ブロック責任者が収集して、
計画・情報担当に報告する。 

 

*1中大口径管路の空気弁を中心に、空
気弁内の清掃、弁室の排水作業等を
行う。 

 
*2水質検査は必要に応じて、取・浄水
チームの協力を得て行う。 

○   □ □ 28）電話等受付(苦情処理) ① 市民から直接苦情を受けた場合、計画・情報担当に報告する。
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４.２ 情報連絡系統図 
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*1 応急対策の基本的重要事項 

*2 水道の技術上の管理に関する事項（水質検査、衛生上の措置、給水の緊急停止等） 

 

   

総務班 

応急給水班 取・浄水班 管路班 

計画・情報担当★ 

応急給水チーム★ 

(ブロック責任者) 

応急給水チーム★ 

管路チーム 

(ブロック責任者)

管路チーム 

取・浄水チーム★

調査・広報担当 

統括（班長等）

動員・調達担当 

水質事故対策本部長

統括（班長等） 統括（班長等） 統括（班長等）

計画・情報担当★ 計画・情報担当 

（水質事故対策本部長等）

*1 *1

指揮命令事項 ：水質事故対策本部会議委員 

★  ：応援事業体あるいは共同で実施する。 

4.2.1 指揮命令系統図 

水道技術管理者 *2 

（水質事故対策本部長等より）



 

 

 

 

 

Ⅱ－70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

総務班 

計画・情報担当★ 

応急給水チーム★

(ブロック責任者)

応急給水チーム★

管路チーム 

(ブロック責任者)

管路チーム 

取・浄水チーム★

調査・広報担当 

統括（班長等）

動員・調達担当 

水質事故対策本部長

水道技術管理者 

統括（班長等） 統括（班長等） 統括（班長等）

計画・情報担当★ 計画・情報担当 

（水質事故対策本部長等）

被害状況等の情報 ：水質事故対策本部会議委員 

★  ：応援事業体あるいは共同で実施する。 

市災害対策本部

市    民

報 道 機 関 

4.2.2 情報収集・広報連絡系統図 

応急給水班 取・浄水班 管路班 
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５．資料・様式 
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資料・様式  目次 

 

（共 通） 

様式Ａ１ 資機材の備蓄及び整備状況調査表･････････････････････････ Ⅱ-73 

 

（応急給水用） 

様式Ｂ１ 応急給水応援体制報告書･････････････････････････････････ Ⅱ-74 

様式Ｂ２ 応急給水作業指示・報告書･･･････････････････････････････ Ⅱ-75 

（緊急措置用） 

様式Ｃ１ 水質汚染事故受付シート･････････････････････････････････ Ⅱ-76 

様式Ｃ２ 水質汚染事故情報の記録表･･･････････････････････････････ Ⅱ-77 

資料Ｃ１ 水源流域情報マップ･････････････････････････････････････ Ⅱ-78 

資料Ｃ２ 水源流域情報･･･････････････････････････････････････････ Ⅱ-79 

資料Ｃ３ 広域水源水質監視体制１･････････････････････････････････ Ⅱ-80 

資料Ｃ４ 広域水源水質監視体制２･････････････････････････････････ Ⅱ-81 

資料Ｃ５ 事故対策基本チャート･･･････････････････････････････････ Ⅱ-82 

資料Ｃ６ 事故発生時の緊急措置･･･････････････････････････････････ Ⅱ-84 

資料Ｃ７ 取水停止・制限、給水停止の判断基準等･･･････････････････ Ⅱ-85 

資料Ｃ８ 河川流下到達時間早見図表･･･････････････････････････････ Ⅱ-89 

資料Ｃ９ 河川流下到達時間早見図表･･･････････････････････････････ Ⅱ-90 

資料Ｃ１０ 河川流下到達時間早見図表･････････････････････････････ Ⅱ-91 

資料Ｃ１１ 河川流下到達時間早見図表･････････････････････････････ Ⅱ-92 

資料Ｃ１２ 水道施設(取･浄水施設)流下時間早見図表････････････････ Ⅱ-93 

資料Ｃ１３ 水道施設(送水管路)流下時間早見図表･･･････････････････ Ⅱ-94 

 

（参考資料） 

参考資料１ 飲料水健康危機管理実施要領について･･･････････････････ Ⅱ-95 
（平成 14 年 6 月 28 日 健水発第 0628001 号） 

 
参考資料２ 「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の･････ Ⅱ-103 

一部改正等並びに水道水質管理における留意事項 
について」（一部抜粋） 

（平成 15 年 10 月 10 日 健水発第 1010001 号） 

参考資料３ 水道におけるクリブトスポリジウム暫定対策指針････････ Ⅱ-105 
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様式Ａ１  資機材の備蓄及び整備状況調査表 
 

（平成  年度現在） 

       水道局 

項 目 内  容 保有数量 初期応援可能数 備 考 

給水車（   ｍ3）    

給水車（   ｍ3）    

ト ラ ッ ク    

ク レ ー ン 車    

車 両 

そ の 他    

仮設水槽（   ｍ3）    

仮設水槽（   ｍ3）    

給水タンク（  L）    

給水タンク（  L）    

給水タンク（  L）    

ポリ容器（   L）    

ポリ容器（   L）    

給 水 容 器 

そ の 他    

応 急 給 水 装 置    

ろ 過 機    

発 電 機    

投 光 器    

鉄 管 切 断 機    

電 動 ネ ジ 切 機    

機 材 

そ の 他    

直管（     mm）    

直管（     mm）    

直管（     mm）    

管 類 

継 手 類    

水 の 缶 詰    缶 詰 

食 料    

    そ の 他 

    

注）その他の欄には、特殊管、緊急用資機材等の状況を記入してください。 

  また、管類については継手種類についても明記してください。 
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様式Ｂ１  応急給水応援体制報告書 
 

   年   月   日 

 

 

事 業 体 名 

 

 

人員 可能給水方法 
車両台数 

（タンク容量） 
作業可能時間 

人 

タンク給水 
台

（    ｍ3）
～ 

人 

タンク補給 
台

（    ｍ3）
～ 

人 

容器配付 

台

～ 

人 

給水補助 

台

～ 

合 計 

 

 

人 

 合 計 

 

 

台
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様式Ｂ２  応急給水作業指示・報告書 

年  月  日 

事 業 体 名 人員 車両 給水方法 作業時間 

    ～ 

注 意 点 

 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

給水場所 
   

1 
～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

2 
～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

3 
～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

4 
～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

作業時間 

 

と 

 

給水量 

5 
～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

～ 

ｍ3

作業従事者  

作業時間 ～ 
給水方法 

タンク給水 

容 器 配 付 

タンク補給 

給 水 補 助 

給水人数 人 給水量合計 ｍ3

補給場所と 

補給回数 

浄水場・配水場

             貯留槽・給水船         回

特記事項 
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様式Ｃ１ 水質汚染事故受付シート 
 

受付時刻： 平成   年   月   日（ ）    時   分 

通報者 氏名 ⇒受信者： 

 住所 

 電話番号 

事故発見時刻 平成   年   月   日   時   分頃 

汚染等の状況 

事故の種類：魚浮上、油流出、濁り、着色、着臭、発泡、その他（    ）、不明 

異常な魚の数  

異常な魚の大きさ  

異常な魚の状態  
魚類の異常 

その他気付いたこと  

油（重油、軽油、灯油、ガソリン、エンジンオイル、その他） 

その他の有害物質（                     ） 

流出量       リットル 河川への流出量      リットル 
油 類 等 

流出状況 （ ）河川へはまだ流出していない 

 （ ）河川への流出が続いている。 

 （ ）河川への流出は終わった。 

濁 り  

着 色  

異 臭  

発 泡  

 

その他特記事項 

水質汚染事故連絡部所確認欄 
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様式Ｃ２ 水質汚染事故情報の記録表 
    部    課 

平成   年   月   日 頁 

時 間 発 信 者 内 容 及 び 対 策 受 信 者

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    

：    
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資料Ｃ１ 水源流域情報マップ（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 情報マップ 

 

Ａ浄水場 

取水口 

河川事務所 

下水処理場

集落排水放流口

食肉加工場

放流口 

○○牧場
△△ゴルフ場

集落排水放流口 

○×ｺﾝﾃﾞﾝｻ工場 

■給油所

■給油所

■給油所

○○市水道部

Ｂ水源(浅井戸) 

Ｃ水源(深井戸)

◎ 

◎

▲

▲

▲

★凸

◎ 
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資料Ｃ２ 水源流域情報（例） 

 

 

利水者施設一覧表 

河口からの 
距離(km) 

右岸 左岸 整理
番号 

施設名称 管理者 住所 
連絡先(TEL) 

図面
No.

 ○  1 ○○地区利水組合    

  ○ 2 △△発電所 ○○電力   

   3 ＊＊町水道    

   4 □□地区利水組合    

   5     

   ・     

   ・     

 
 
 
オイルフェンス保有場所 

保有数 河口からの 
距離(km) 

整理 
番号 

保有者連絡先 保有場所 
連絡先（TEL）

オイルフェンス
規    格 オイルフェンス 吸着マット

 101 ☆☆ダム管理事務所     

 102      

 103      

 104      

 105      

 ・      

 ・      

 
 
 
化学物質取り扱い事業者 

河口からの 
距離(km) 

右岸 左岸 整理
番号 

事業者名 住所 
連絡先(TEL)1、連絡先(TEL)2 

取り扱い
品 目

図面
No. 

 ○  201 △△ゴルフ場  農薬等  

   202 ○○商店△△油槽所  油脂類  

   203 ＊＊簡易水道  塩素  

   204 ☆☆下水処理場  塩素  

   ・     

 
 
 
養魚場、農場等 

河口からの 
距離(km) 

右岸 左岸 整理
番号 

事業者名 住所 
連絡先(TEL)1、連絡先(TEL)2 

取り扱い
品 目

図面
No. 

 ○  301 ○○釣り堀    

   302 △△養魚場    

   303 □□農場    

   304     

   ・     
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資料Ｃ３ 広域水源水質監視体制１（例） 
出典：水質汚染事故に係る危機管理実施要領策定マニュアル 

 （平成 11 年 2 月 財団法人 水道技術研究センター） 
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資料Ｃ４ 広域水源水質監視体制２（例） 
出典：突発水質汚染の監視対策指針 2002（社団法人 日本水道協会） 

淀川水系水質異常発生時緊急連絡体制 
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 資料Ｃ５ 事故対策基本チャート（例） 
出典：水質汚染事故に係る危機管理実施要領策定マニュアル 

 （平成 11 年 2 月 財団法人 水道技術研究センター） 

                 ※大阪市災害対策本部水道部業務実施基本計画書（風水害対策編）、大阪市水道局 
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出典：水質汚染事故に係る危機管理実施要領策定マニュアル 

 （平成 11 年 2 月 財団法人 水道技術研究センター） 

            ※大阪市災害対策本部水道部業務実施基本計画書（風水害対策編）、大阪市水道局 
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資料Ｃ６ 事故発生時の緊急措置（例） 
出典：水質汚染事故に係る危機管理実施要領策定マニュアル 

                         （平成 11 年 2 月 財団法人 水道技術研究センター） 
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資料Ｃ7 取水停止・制限、給水停止の判断基準等（例） 
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